
日本の石油開発会社で実際に米国のシェール開発に携わっている方にお話しを伺って
きました！
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 シェールガス・オイルは米国のどこで採掘可能ですか？
太古海であった場所にシェールガス・オイルが眠っている可能性があります。

なぜ米国でシェール開発が進むのですか？

① 米国の場合、地下資源は土地所有者に帰属し(日本など
は公有)、シェール開発の利益は開発者だけでなく土地
所有者にももたらされるため、開発に積極的。

② 従来型ガス・オイルの採掘時に蓄積された地下のデータ
（どこにシェールガス・オイルが眠っているか）を活用
可能。

③ パイプライン網などインフラが既に整備されていること
で、生産業者にとって、従来型ガス・オイルよりも初期
投資コストが安く参入が容易。

シェール開発を行う業者は何社くらいありますか？
大手企業だけでしょうか？日本の企業も参入していますか？
大手で50～100社、中小業者を含めれば無数にあり、4～5名で切り盛りしている会

社もあります。米国では業務の分業が進んでおり、採掘したガス・オイルをパイプライ
ンに繋ぎ、処理・加工などはインフラ提供業者（MLP（マスター・ リミテッド・パー
トナーシップ）など）に任せれば、少人数でも開発可能です。 当社を含め開発を行って
いる日本の企業はありますが、探査・採掘の技術を持ち、「ランドマン」という土地所
有者を説得し採掘権のリース契約を結ぶ不動産のプロを多く抱える米国の大手業者が強
いのが現状です。

開発技術は進化していますか？
深い場所を採掘できる、一度のフラッキング（シェール採掘のための水圧破砕法）で

より多くの面積をフラックできるなど、技術が進化したことで生産性は向上していま
す。また、水質汚染防止のため使用する水量を削減する技術や、空気を使い採掘する技
術なども開発されています。

シェール開発は、「現代のゴールドラッシュ」と言えそうですが、その果実を誰が得
ることができるかしっかり見極めて行く必要があると感じました。

見せていただいたシェールを含む
頁岩のサンプル
（採掘場所は企業秘密とのこと）


